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1　

本
書
は
こ
れ
ま
で
に
雑
誌
や
記
念
論
文
集
な
ど
に
発
表
し
て
き
た
論
文
を
集
成
し
て
補
訂
し
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
新
稿
を
加
え
た

も
の
で
あ
る
（
詳
し
く
は
、
あ
と
が
き
参
照
）。
第
一
章
と
、
本
書
の
結
論
と
も
言
う
べ
き
第
二
章
は
は
じ
め
に
読
ん
で
ほ
し
い
。

2　

既
発
表
の
も
の
に
は
様
々
な
加
筆
・
訂
正
を
加
え
た
。

2
・
1　

用
語
や
ス
タ
イ
ル
の
統
一
を
は
か
っ
た
。

2
・
2　

本
文
の
改
訂
、
用
例
の
追
加
・
削
除
を
行
な
っ
た
。
こ
の
た
め
用
例
番
号
は
初
出
と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。

2
・
3　

改
訂
は
、
本
文
に
手
を
入
れ
た
場
合
（
特
に
断
ら
な
い
）
と
、
末
尾
に
「
補
説
」
を
記
し
た
場
合
と
、
さ
ら
に
そ
の
両
方
の

場
合
と
が
あ
る
。
た
だ
し
、「
追
記
」
は
初
出
当
時
の
も
の
で
あ
る
。

2
・
4　

大
幅
な
改
変
を
行
な
っ
た
章
も
あ
る
。

3　

論
文
名
は
「　

」
で
、
書
名
は
『　

』
で
、
雑
誌
名
は
《　

》
で
括
っ
た
。
漢
字
の
旧
字
体
・
新
字
体
は
実
際
の
論
文
名
・
書
名
・

雑
誌
名
の
字
体
に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、
編
著
者
名
は
新
字
体
に
統
一
し
た
。

4　

研
究
論
文
・
研
究
書
（
リ
ス
ト
は
巻
末
の
「
参
考
文
献
一
覧
」）
の
引
用
に
あ
た
っ
て
、【　

】
内
は
安
田
が
補
っ
た
も
の
、「〈
略
〉」

あ
る
い
は
「
…
…
」
は
安
田
が
省
略
し
た
部
分
で
あ
る
。

5　

用
例
の
扱
い
方
。

5
・
1　

本
文
は
で
き
る
だ
け
複
製
本
・
版
本
や
写
真
に
よ
っ
た
が
、
活
字
翻
刻
に
よ
っ
た
も
の
も
あ
る
（
依
拠
本
の
リ
ス
ト
は
巻
末
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の
「
用
例
一
覧
」）。

5
・
2　

各
章
ご
と
に
用
例
に
番
号
を
①
か
ら
振
る
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5
・
3　

濁
点
・
句
読
点
は
補
わ
な
い
。
た
だ
し
、
万
葉
仮
名
文
献
に
つ
い
て
は
、
句
の
切
れ
目
に
ス
ペ
ー
ス
を
置
く
。

5
・
4　

濁
点
等
を
補
っ
て
あ
る
活
字
翻
刻
（
た
と
え
ば
『
新
編
国
歌
大
観
』『
う
つ
ほ
物
語
（
前
田
本
）』）
に
よ
っ
た
場
合
、
濁
点

等
は
翻
刻
の
ま
ま
と
す
る
。

5
・
5　

用
例
文
中
の
該
当
語
は
、
見
や
す
い
よ
う
ゴ
チ
ッ
ク
活
字
と
す
る
。

5
・
6　

原
文
に
お
け
る
小
字
二
行
割
り
の
部
分
は
、
長
い
場
合
は
小
字
に
せ
ず
《　

》
で
括
っ
て
示
す
。

5
・
7　

作
品
の
成
立
年
ま
た
は
刊
行
年
を
書
名
の
前
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
記
す
こ
と
が
あ
る
。
写
本
の
年
代
を
示
す
場
合
は
写
本
名

の
前
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
記
す
。

5
・
8　

用
例
の
引
用
に
際
し
て
途
中
を
省
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す
る
時
は
「
…
…
」
と
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5
・
9　

歌
に
歌
番
号
を
記
す
場
合
は
、『
万
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集
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と
八
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松
下
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三
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・
渡
辺
文
雄
『
國
歌
大
觀
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の
番
号
、
そ
の
他
は

『
新
編
国
歌
大
観
』
の
番
号
に
よ
る
。

5
・
10　

現
代
の
国
語
辞
典
で
は
、
白
抜
き
数
字
そ
の
他
そ
の
辞
書
独
自
の
表
記
が
あ
る
が
、
引
用
す
る
際
は
一
般
的
な
表
記
に
改
め

た
場
合
が
あ
る
。

6　

日
本
語
を
ロ
ー
マ
字
表
記
す
る
場
合
、
ヤ
行
子
音
は yatu
、muyuka 

の
よ
う
に
y 

を
用
い
た
（
引
用
部
分
は
当
然
、
原
文
ど
お
り
）。

音
声
記
号
に
よ
る
場
合
は
［jatu

］［m
ujuka

］
で
あ
る
。

7　

上
代
語
を
ロ
ー
マ
字
表
記
す
る
場
合
、
音
節
の
甲
類
、
乙
類
は
「fi

1 to
2 tu

」
の
よ
う
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
1
（
甲
類
）、
2
（
乙
類
）

で
示
す
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1 第一章　日本語数詞のさまざまな系列

第
一
章
　
日
本
語
数
詞
の
さ
ま
ざ
ま
な
系
列

は
じ
め
に

日
本
語
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
き
た
日
本
語
本
来
の
数
詞
に
つ
い
て
考
え
る
の
が
本
書
の
目
的
で
あ
る
。
こ
の
日
本
語
本
来
の
数
詞

（
以
下
、「
和
語
数
詞
」
と
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
は
、
明
治
時
代
の
末
以
来
、
日
本
語
系
統
論
の
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
、
東
洋
史
学
者
の
白
鳥

庫
吉
や
言
語
学
者
の
新
村
出
な
ど
が
い
く
つ
か
の
論
文（（
（

を
発
表
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
〝
そ
と
〟
と
の
比
較
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
和
語
数

詞
が
古
く
は
ど
う
い
う
語
形
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
最
も
基
本
的
な
こ
と
が
ら
の
究
明
を
お
こ
た
っ
て
い
る
。
一
方
、
国
語
史
学

者
に
よ
る
実
証
的
研
究
も
決
し
て
多
く
な
い（（
（

。

現
代
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
数
詞
は
古
く
か
ら
表
意
文
字
で
あ
る
漢
字
（
漢
数
字
）
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
数
詞

の
古
い
語
形
に
つ
い
て
論
ず
る
に
は
、
仮
名
や
ロ
ー
マ
字
で
書
か
れ
た
確
実
な
用
例
を
探
し
出
す
こ
と
が
先
決
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
か

な
り
手
間
ひ
ま
が
か
か
る
。
し
か
も
、
そ
う
し
て
手
間
を
か
け
て
得
ら
れ
た
〝
用
例
〟
に
は
、
学
者
・
文
人
・
歌
人
が
勝
手
に
作
り
上
げ

た
擬
古
語
も
少
な
く
な
い
し
、
現
代
の
学
者
が
机
上
で
類
推
に
よ
り
作
り
上
げ
た
形
も
あ
り
う
る
か
ら（（
（

、
十
分
に
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
う
し
な
け
れ
ば
、
実
在
し
な
い
架
空
の
語
形
に
基
づ
く
無
意
味
な
論
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。
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